
学校運営協議会 会議実施報告書 
 
 
 このことについて、「岐阜県立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則」第８条第１項に
基づき、次のとおり学校運営協議会を開催しましたので、その概要について報告します。 
 
１ 会 議 名  可児工業高等学校 学校運営協議会 （第１回） 
 
２ 開催日時  令和８年６月２日（火） １３：３０～１５：５０ 
 
３ 開催場所  可児工業高等学校 会議室 
        開催にあたり、委員による授業参観を実施した 
 
４ 参 加 者  委  員  田口  則夫  中恵土自治連合会長 
              佐橋  紀康  可児市立図書館長 
              髙野  真弓  元本校ＰＴＡ役員 
              各務  眞弓  国際交流協会事務局長 
              日比野 光伸   本校同窓会役員 
              上野  竜史  本校ＰＴＡ副会長 
 
        学 校 側  加藤  昌宏  校長 
              川畑   茂   教頭 
                            大野  英悟  事務長 
              熊崎  俊介  教務主任 
               林   貴康  生徒指導主事 
              水野  孝二  進路指導主事 
              宮田  忠夫  工業部長 
 
５ 会議の概要（協議事項） 
（１）協議の進行について 
  ・授業参観（５時間目 実習中心に見学） 
  ・教育指導の重点及び学校運営計画の説明 
  ・学校の現状と今後の教育活動について 
  ・意見交換 
 
（２）授業参観の感想 
  意見１：学校の中でＡＩなどを使った授業はあるか。 

⇒県から提供されたＡＩ利用可能なアカウントを国語の授業で使っているが、全教科で
使っているわけではないので、基本的にはあまり広くは利用していない。 



意見２：久しぶりに学校に来られて嬉しく感じ、生徒が授業を生き生きと受けている様子を見
て安心した。初めて見た溶接の実習は興味深かった。 

  意見３：鋳造や溶接などの実習を見学した。実習における熱中症の問題が気になった。工場の
ような空調設備が整っていない環境では、高温や厳しい作業姿勢が体に負担をかける
ため、熱中症対策が重要である。 

  意見４：初めて実習を見学した。生徒が楽しそうに活動しており、溶接や加工など専門分野ご
とに、グループに分かれて均等に作業できる体制になっていた。 

意見５：生徒の危機察知能力を高めるために、動画教材を活用するとよい。映像を見せること
で、実際の音や匂い、切粉の様子など五感に結びつくイメージを与えられれば生徒に
も危険の実感が湧く。 

意見６：教えることの難しさを実感しており、教えた側の「わかった」という手応えが必ずし
も相手の理解を意味しないため、多様な理解の仕方に対応する工夫が必要だ。 

 
（３）本校に対する意見・提言 
  意見１：若年妊娠や性教育、多文化背景の生徒向けワークショップを考えている。公立高校では

どのように取組んでいるか。 
⇒性教育は保健の授業や医師の講話などを行っている。 

  意見２：職業高校への求人が増えている。一方で、進学希望の生徒が増え、求人対応が追いつ
かないと聞くが、進学率はどの程度か。 
⇒就職が多く７：３の割合であり、学校により進学が増えているところもある。 

  意見３：地元にも優秀で頑張っている会社があるので、生徒が県外へ流れるのではなく地元に
残って働き、後輩を育てるよう指導してほしい。 

  意見４：ノー残業デーや早く家庭に帰る日を実践してほしい。実践が広がることで職場の働き
方改善につながることを期待する。  

  意見５：法律や安全基準が次々と変わる中で、生徒の安全を最優先に考え、溶接時の煙やガス
対策となる最新の機器導入を検討してほしい。 

  意見６：教員一人では生徒全員に目が届かない現状があるため、生徒に安全ルールの決定に参
加させ、「自分たちで決めたことは自分たちで守る」という意識を育てると、自発的
にヒヤリハット報告が出るようになり、結果として安全な学校づくりにつながる。 

 
６ 会議のまとめ 
  ・第１回学校運営協議会では、全委員より今年度の本校の学校経営計画を踏まえた学校運営基本 
   方針について承認が得られた。 
  ・学校職員では気づきにくい地域課題や工業高校の特性について、有益な意見を得られた。 

・今後もよりよい学校運営を心がけ、地域や地元企業との連携を密にし、本校の教育目標達
成に向けて、効率的な事業計画を行い、教職員の働き方改革にも配慮しながら取組んでい
きたい。 


